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近
代
日
本
研
究
第
三
十
四
巻
（
二
〇
一
七
年
）

資
料
紹
介福

沢
諭
吉
関
係
新
資
料

福
沢
諭
吉
書
簡

福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー

『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』（
岩
波
書
店

平
成
十
三
年
〜
十
五
年

以
下
『
書
簡
集
』
と
略
す
）
未
掲
載
で
、『
近
代
日
本
研
究
』
第

三
十
三
巻
刊
行
以
降
見
出
さ
れ
た
書
簡
を
載
録
す
る
。
掲
載
は
発
信
年
月
日
順
と
し
、
体
裁
は
す
べ
て
『
書
簡
集
』
の
形
式
に

従
っ
た
。
詳
し
く
は
『
書
簡
集
』
第
一
巻
所
収
の
凡
例
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
書
簡
番
号
は
『
書
簡
集
』
か
ら
『
近
代
日
本

研
究
』
第
三
十
三
巻
ま
で
通
番
で
付
さ
れ
た
番
号
を
追
う
も
の
で
あ
る
。

凡
例

一
、
常
用
漢
字
は
、
原
則
と
し
て
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
字
体
を
用
い
た
が
、
慶
應
義
塾
な
ど
若
干
の
固
有
名
詞
に
、
原
文
の
字

体
を
残
し
た
。

二
、
異
体
字
、
俗
字
、
或
い
は
書
き
誤
り
か
と
思
わ
れ
る
文
字
は
、
正
体
に
直
し
た
。

三
、
仮
名
づ
か
い
は
、
原
則
と
し
て
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。
た
だ
し
、
ひ
ら
仮
名
・
か
た
仮
名
の
判
別
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
か
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た
仮
名
で
表
記
し
た
。

四
、
変
体
仮
名
は
ひ
ら
仮
名
に
改
め
た
。
た
だ
し
、
書
簡
に
お
い
て
助
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
「
は
」「
て
」「
え
」
は
、
原

文
の
字
形
を
残
し
、
小
活
字
右
寄
せ
で
「

」「

」「

」
の
よ
う
に
印
刷
し
た
。
原
文
が
確
認
で
き
な
い
場
合
も
、
漢
字

の
字
体
で
表
記
さ
れ
て
い
る
「
者
」「
而
」「
江
」
が
助
詞
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
右
の
字
体
を
用
い
た
。

五
、
濁
点
・
半
濁
点
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

六
、
合
字
は
、
使
用
頻
度
の
高
い
ゟ
（
よ
り
）、
〆
（
し
め
）
は
原
文
の
字
形
を
残
し
た
。
頻
度
の
低
い

は
ト
キ
、

は
ト
モ
、

�
は
こ
と
と
表
記
し
た
。

七
、
句
読
点
は
、
編
者
の
判
断
に
よ
り
適
宜
補
っ
た
。

八
、
執
筆
年
月
日
や
発
信
年
月
日
な
ど
を
推
定
で
し
か
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
に
は
、「
カ
」
を
付
し
た
。

九
、
脱
落
と
思
わ
れ
る
文
字
は
、〔

〕
を
付
し
て
補
っ
た
。

十
、
書
簡
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
後
に
【

】
を
付
し
て
書
簡
の
大
意
を
示
し
た
。
ま
た
封
筒
に
関
す
る
事
項
は
、
書
簡
の
理
解

に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
も
の
の
み
に
限
っ
た
。

十
一
、
特
に
所
蔵
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
の
所
蔵
で
あ
る
。

二六四〇

和
久
正
辰

明
治
十
三
年
九
月
八
日

八
月
廿
六
日
之
貴
翰
拝
見
、
時
下
残
暑
尚
強
、
益
御
清
安
奉
拝
賀
。
此
節
師
範
及
中
学
両
校
御
引
受
之
由
、
御
多
忙
奉
察
。
併
何

れ
も
次
第
ニ
盛
大
之
由
、
尚
此
上
之
御
勉
強
専
一
之
御
事
、
乍
蔭
奉
祈
候
。
過
日
ハ
由
利
君

も
御
逄
、
岩
井
氏
其
外
御
同
席
ニ
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有
之
よ
し
、
同
君
之
為
ニ

東
道
ノ
主
人
深
被
悦
事
ト
存
候
。
右
拝
答
旁
申
述
度
、
不
相
替
多
事
ろ
く
ニ
執
筆
之
暇
も
無
之
、
略

文
早

御
海
容
被
下
候
。
頓
首
。

九
月
八
日

福
沢
諭
吉

和
久
正
辰
殿

梧
下

尚
以
、
時
下
御
自
重
専
一
奉
存
候
。
乍
憚
岩
井
氏
其
外
諸
知
に
、
可
然
御
致
意
奉
頼
候
。
以
上
。

【
宮
城
師
範
学
校
お
よ
び
仙
台
中
学
校
両
校
の
兼
務
を
励
ま
し
、
ま
た
岩
井
諦
他
同
席
で
の
由
利
（
公
正
カ
）
と
の
面
会
に
つ
い
て
、
由
利
も
喜

ん
だ
で
あ
ろ
う
と
述
べ
る
】

﹇
封
筒
表
﹈
宮
城
県
仙
台

南
光
院
町
八
番
地

和
久
正
辰

殿
拝

○
和
久
正
辰
は
、
伊
予
松
山
の
出
身
。
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
四
月
二
〇
日
に
、
十
八
歳
で
入
塾
し
た
。
入
塾
時
に
「
入
社
姓
名
録
」
に
記
入

さ
れ
た
名
前
は
和
久
喜
佐
雄
で
、
の
ち
に
改
名
し
た
（『
慶
應
義
塾
入
社
帳
』
復
刻
版
、
慶
應
義
塾
、
一
九
八
三
年
。
Ⅰ
二
五
九
頁
）。
明
治
五
年

六
月
ご
ろ
ま
で
在
籍
し
、
二
十
三
年
特
選
塾
員
と
な
る
。
宮
城
師
範
学
校
や
仙
台
中
学
校
の
ほ
か
、
の
ち
に
は
東
京
美
術
学
校
の
講
師
や
、
奈
良

県
や
青
森
県
で
中
学
校
長
を
務
め
た
。
○
『
慶
應
義
塾
百
年
史
』
付
録
（
慶
應
義
塾
、
一
九
六
九
年
、
一
六
九
頁
）
に
よ
れ
ば
、
和
久
は
十
二
年

に
宮
城
師
範
学
校
長
、
翌
十
三
年
に
仙
台
中
学
校
長
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
書
簡
の
文
面
か
ら
考
え
る
と
、
両
校
を
兼
務
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
。
○
「
由
利
君
」
は
由
利
公
正
か
。
由
利
公
正
は
十
三
年
一
月
の
福
澤
諭
吉
ら
に
よ
る
交
詢
社
設
立
に
協
力
し
、
ま
た
次
男
石
松
は
十
一
年

に
童
子
科
か
ら
、
三
男
真
男
は
十
三
年
に
幼
稚
舎
か
ら
慶
應
義
塾
で
学
ん
で
い
る
。
長
男
三
岡
丈
夫
は
、
十
六
年
十
一
月
に
福
沢
の
次
姉
中
上
川

婉
の
四
女
く
に
（
国
、
中
上
川
彦
次
郎
妹
）
と
結
婚
し
た
。
○
「
岩
井
氏
」
は
岩
井
諦
。
和
久
と
同
じ
紀
州
の
出
身
で
、
嘉
永
二
（
一
八
四
九
）

年
生
ま
れ
。
明
治
七
年
九
月
に
入
塾
し
、
十
年
卒
業
。
十
三
年
一
月
九
日
付
の
松
倉
恂
宛
福
沢
諭
吉
書
簡
に
は
「
宮
城
日
報
記
者
」
と
な
っ
て
い

る
が
（『
書
簡
集
』
第
二
巻
三
〇
二
頁
）、
実
際
に
は
陸
羽
日
日
新
聞
社
印
刷
長
に
就
任
し
た
。
○
三
沢
画
廊
所
蔵
。

福沢諭吉関係新資料 福沢諭吉書簡
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二六四一

黒
田
清
隆

明
治
十
四
年
六
月
七
日

其
後
御
打
絶
御
無
音
仕
候
。
時
下
暑
気
を
催
し
候
処
、
益
御
清
安
奉
拝
賀
。
陳
ハ
此
生
ハ
蜂
谷
昌
勝
ト
申
旧
唐
津
藩
士
、
先
年
弊

塾
寄
宿
、
原
書
も
読
ミ
翻
訳
等
も
出
来
候
者
な
り
。
此
者
兼

北
海
道
之
事
ニ
志
を
起
し
て
、
開
墾
等
之
方
法
ニ
付
色

工
夫
を

運
ら
し
、
或
ハ
有
志
者
ニ
談
し
、
或
ハ
華
族
ニ
説
き
抔
い
た
し
候
得
共
、
未
タ
其
志
ヲ
伸
る
を
得
ず
。
就

ハ
何
ハ
扨
置
其
実
地

を
一
見
し
て
尽
力
い
た
し
度
と
ハ
申
な
が
ら
、
是
亦
其
方
便
を
得
す
し
て
、
既
ニ
壱
ケ
年
余
も
空
し
く
消
日
い
た
し
候
事
ニ
御
座

〔
虫
損
〕

候
。
右
之
次
第
ニ
付
若
し
も
其
御
手
筋
ニ
相
応
之
御
用
抔
ハ
有
之
間
敷
哉
。
実
ハ
札
幌
□
□
□
根
室
之
辺
ニ
就

何
か
事
情
を
探

索
い
た
し
度
、
志
願
本
人
之
目
的
ハ
結
局
私
立
之
社
ニ

官
之
保
護
を
蒙
り
、
事
を
成
す
ニ
在
れ
共
、
さ
し
向
其
着
手
之
方
便
ニ

困
却
い
た
し
候
段
ニ
付
、
何
か
其
辺
之
事
に
教
示
を
蒙
る
を
得
バ
、
誠
ニ
難
有
仕
合
ニ
御
座
候
。
御
用
繁
之
処
恐
縮
之
至
候
得

共
、
御
都
合
宜
布
節
、
暫
時
ニ

も
御
逢
被
下
、
其
所
申
御
聞
取
ニ
も
相
成
候
ハ
ゝ
、
難
有
奉
存
候
。
右
ハ
蜂
谷
昌
勝
之
依
頼
ニ

任
セ
添
書
一
筆
、
如
此
御
座
候
。
早

頓
首
。

六
月
七
日

福
沢
諭
吉

黒
田
先
生

侍
史

【
北
海
道
根
室
周
辺
の
開
墾
等
へ
の
従
事
を
希
望
す
る
門
下
生
蜂
谷
昌
勝
を
紹
介
し
、
面
談
を
依
頼
す
る
】

○
「
黒
田
先
生
」
は
黒
田
清
隆
。
こ
れ
ま
で
黒
田
宛
の
書
簡
は
、
明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
四
月
四
日
に
発
信
し
た
、
慶
應
義
塾
維
持
資
金
を

政
府
か
ら
借
用
す
る
件
に
助
力
を
依
頼
し
た
一
通
の
み
が
知
ら
れ
て
い
た
（『
書
簡
集
』
第
二
巻
一
九
七
〜
一
九
八
頁
）。
西
南
戦
争
や
そ
の
後
の
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イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
徴
兵
免
除
の
見
直
し
な
ど
を
受
け
て
、
慶
應
義
塾
の
経
営
が
厳
し
く
な
っ
た
た
め
、
福
沢
は
政
府
か
ら
資
金
借
用
を
目
論

み
、
伊
藤
博
文
を
始
め
と
す
る
関
係
者
に
交
渉
し
て
い
た
。
黒
田
も
そ
の
ひ
と
り
で
、
同
書
簡
に
は
「
拝
趨
久

に
て
得
寛
話
」
と
あ
る
の
で
、

以
前
か
ら
懇
意
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
黒
田
に
つ
い
て
は
、
鹿
児
島
英
学
校
に
赴
任
し
た
鎌
田
栄
吉
、
市
来
七
之
助
、
藤
野
近
昌
に
宛
て
て

十
四
年
九
月
十
九
日
に
発
信
し
た
書
簡
で
は
、
開
拓
使
払
い
下
げ
問
題
に
言
及
し
て
、
必
ず
し
も
黒
田
と
五
代
友
厚
を
咎
め
る
に
は
及
ば
ず
、
十

三
年
間
の
政
府
全
体
を
咎
め
る
べ
き
で
、
鹿
児
島
人
が
傍
若
無
人
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
名
の
あ
る
鹿
児
島
人
を
み
な
同
じ
に
見
做
す
の
は
「
少

気
之
毒
」
と
記
し
て
い
る
（『
書
簡
集
』
第
三
巻
一
三
二
〜
一
三
五
頁
）。
ま
た
同
年
十
月
一
日
付
大
隈
重
信
宛
書
簡
で
は
、
十
四
年
政
変
を
三
菱

と
五
代
が
利
を
争
い
、
大
隈
と
黒
田
が
権
を
争
う
「
一
場
之
私
闘
」
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
「
作
説
」
の
流
布
は
「
或
る
人

之
口
実
ニ
も
可
相
成

模
様
」
と
述
べ
て
い
る
（『
書
簡
集
』
第
三
巻
一
三
九
〜
一
四
〇
頁
）。
一
方
明
治
二
十
年
の
条
約
改
正
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
、「
先
登
将
軍
槍
玉

揚

棚
牡
丹
餅
落
土
方

可
憐
黒
田
蔭
弁
慶

一
期
之
涙
知
断
腸
」（
二
十
年
七
月
二
十
七
日
付
中
上
川
彦
次
郎
宛
、『
書
簡
集
』
第
五
巻
二
三
九

頁
）
と
皮
肉
め
い
た
漢
詩
も
残
し
て
い
る
。
た
だ
そ
の
後
も
北
海
道
の
こ
と
に
つ
い
て
は
黒
田
を
引
き
合
い
に
し
、
二
十
二
年
に
は
株
式
購
入
を

考
え
る
北
海
道
炭
礦
鉄
道
会
社
の
詳
細
を
次
男
捨
次
郎
に
説
明
す
る
際
、「
今
度
之
鉄
道
ハ
、
黒
田
も
知
り
大
隈
も
賛
成
」
と
述
べ
て
い
る
（『
書

簡
集
』
第
六
巻
、
一
五
八
〜
一
五
九
頁
）。
○
蜂
谷
昌
勝
は
、
文
中
に
も
あ
る
よ
う
に
旧
唐
津
藩
士
で
、
十
二
年
一
月
十
二
日
に
二
十
歳
十
か
月

で
入
塾
し
、
成
績
表
で
あ
る
「
慶
應
義
塾
勤
惰
表
」
に
は
十
二
年
第
二
期
（
五
〜
七
月
）
ま
で
「
科
外
」
に
名
前
が
あ
る
。
蜂
谷
に
つ
い
て
は
、

佐
野
常
民
に
宛
て
た
紹
介
状
も
存
在
し
て
い
る
（『
書
簡
集
』
第
九
巻
一
二
一
頁
）。
同
書
簡
に
は
「
北
海
道
抔
へ
も
来
往
、
近
日
は
水
産
の
事
に

付
何
か
を
存
立
候
義
有
之
」
と
か
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
黒
田
宛
の
紹
介
状
よ
り
後
の
も
の
で
あ
ろ
う
。「
交
詢
社
姓
名
録
」（『
交
詢
雑
誌
』

付
録
）
に
よ
れ
ば
、
明
治
十
六
年
は
水
産
会
員
、
十
七
年
か
ら
二
十
六
年
ま
で
は
福
岡
県
、
佐
賀
県
で
中
学
校
の
教
員
を
し
て
い
る
。
○
発
信
年

は
、
お
そ
ら
く
黒
田
が
ま
だ
北
海
道
長
官
を
務
め
、
蜂
谷
が
北
海
道
に
職
を
求
め
て
一
年
ほ
ど
た
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明
治
十
四
年
と
考
え
ら

れ
る
。

二六四二

島
津
万
次
郎

明
治
二
十
六
年
一
月
十
五
日

改
年
之
御
慶
目
出
度
申
納
候
。
先
以
て
益
御
機
嫌
能
被
成
御
超
歳
、
珍
重
不
斜
奉
存
候
。
随

老
生
無
異
加
年
仕
候
条
、
乍
憚
御

放
念
可
被
下
候
。
い
つ
も
�
�
御
無
沙
汰
の
み
不
相
済
次
第
、
毎
度
御
音
信
被
下
候
得
共
、
逐
一
御
返
事
も
不
仕
恐
縮
之
至
、
兎
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角
多
事
ニ
懶
怠
ニ
右
之
次
第
、
あ
し
か
ら
ず
御
海
容
奉
願
候
。
一
月
ニ
な
り
て
も
、
八
方
よ
り
年
始
の
来
状
堆
く
し
て
山
の
如

し
。
中
津
之
旧
友
、
旧
ニ
依
て
書
を
贈
ら
る
ゝ
も
の
甚
タ
少
な
か
ら
ず
。
一

返
詞
と
思
へ
ど
も
何
分
其
暇
を
得
ず
、
乍
憚
御
序

之
節
前
条
之
次
第
宜
敷
御
披
露
、
御
詫
之
程
奉
願
候
。
右
延
引
な
が
ら
年
頭
之
御
祝
詞
旁
申
上
度
、
匆

如
此
御
座
候
。
頓
首

二
十
六
年
一
月
十
五
日

福
沢
諭
吉

島
津
万
次
郎
様

尚
以
時
下
厳
寒
御
自
重
専
一
奉
存
候
。
呉

も
諸
友
へ
宜
敷
御
致
意
奉
願
候
。
以
上
。

【
無
沙
汰
と
年
始
の
挨
拶
の
遅
れ
を
詫
び
、
中
津
旧
共
へ
の
伝
声
を
依
頼
す
る
】

﹇
封
筒
表
﹈
豊
前
国
中
津
諸
町

島
津
万
次
郎
殿
﹇
封
筒
裏
﹈
封

東
京
三
田

福
沢
諭
吉

○
島
津
万
次
郎
は
、
安
政
三
（
一
八
五
六
）
年
、
中
津
藩
の
重
臣
で
用
人
等
を
務
め
た
島
津
祐
太
郎
（
復
生
）
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
明
治

三
（
一
八
七
〇
）
年
八
月
慶
應
義
塾
に
入
学
し
、
五
年
九
月
ご
ろ
ま
で
在
籍
し
た
。
そ
の
後
、
四
年
十
一
月
に
旧
藩
主
奥
平
家
と
士
族
間
の
互
助

組
織
か
ら
の
拠
出
に
よ
り
開
校
し
た
中
津
市
学
校
の
世
話
人
を
務
め
、
ま
た
福
沢
諭
吉
も
加
入
し
た
、
当
初
は
士
族
授
産
を
目
的
と
し
て
い
た
と

思
わ
れ
る
鶴
屋
商
社
（
明
治
二
十
一
年
か
ら
島
津
商
会
）
の
経
営
に
携
わ
っ
た
。
三
十
一
年
一
月
五
日
歿
。
島
津
万
次
郎
宛
の
書
簡
は
十
二
通

（
ほ
か
に
封
筒
の
み
残
存
し
て
い
る
も
の
が
二
通
）
残
っ
て
い
た
。
本
書
簡
は
十
三
通
目
で
あ
る
。
○
「
中
津
之
旧
友
」
に
つ
い
て
、『
福
翁
自

伝
』
は
中
津
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
る
が
、
晩
年
ま
で
交
流
の
あ
る
者
も
「
少
な
か
ら
ず
」
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
○
み
ぞ
え
画
廊
蔵

二六四三

中
野
松
三
郎

明
治
二
十
七
年
四
月
十
三
日

帰
来
後
夜
よ
り
一
書
を
呈
し
度
と
存
候
中
、
何
か
多
事
ニ
取
紛
れ
今
日
ニ
至
ま
で
怠
慢
之
罪
、
御
海
容
可
被
下
候
。
扨
過
般
其
御

地
滞
留
中
ハ
不
容
易
御
約
介
罷
成
、
加
之
御
用
繁
之
処
、
態

遠
方
ま
で
之
御
送
迎
、
実
ニ
恐
縮
不
堪
次
第
、
唯
御
礼
申
上
候
の
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み
。
末
貞
君
始
め
皆
様
へ
逐
一
御
礼
之
書
状
可
差
出
之
処
、
老
懶
何
分
ニ
も
不
能
其
義
、
乍
憚
御
序
之
節
宜
敷
御
致
意
奉
願
候
。

右
ハ
乍
延
引
御
礼
ま
て
申
上
度
、
匆

如
此
御
座
候
。
頓
首
。

二
十
七
年
四
月
十
三
日

諭

吉

中
野
様

梧
下

尚
以
、
時
下
折
角
御
自
重
専
一
奉
存
候
。
東
京
相
替
事
ハ
甚
タ
多
し
。
何
卒
御
閑
暇
も
あ
ら
バ
、
折
節
御
出
掛
奉
待
候
。
以
上
。

【
中
津
滞
在
中
の
厚
情
に
礼
を
述
べ
、
上
京
を
誘
う
】

○
中
野
松
三
郎
は
旧
中
津
藩
士
。
明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
か
ら
二
十
年
ま
で
塾
長
を
務
め
た
浜
野
定
四
郎
の
甥
に
あ
た
る
。
明
治
二
年
十
月

に
慶
應
義
塾
に
入
塾
。
前
述
の
中
津
市
学
校
に
教
員
と
し
て
赴
任
し
、
の
ち
世
話
人
も
務
め
た
。
第
七
十
八
国
立
銀
行
の
発
起
人
の
ひ
と
り
で
あ

り
、
長
く
支
配
人
を
務
め
た
。
前
掲
「
交
詢
社
姓
名
録
」
に
よ
れ
ば
明
治
三
十
三
年
ま
で
支
配
人
で
あ
っ
た
（
但
し
、
後
述
の
よ
う
に
二
十
三
年

か
ら
は
末
貞
友
年
も
支
配
人
と
記
載
さ
れ
て
い
る
）。
卒
業
生
の
名
簿
で
あ
る
『
塾
員
名
簿
』
に
よ
れ
ば
、
明
治
四
十
四
年
か
ら
大
正
元
年
は
中

津
銀
行
頭
取
、
大
正
三
年
か
ら
五
年
に
は
豊
中
製
糸
株
式
会
社
取
締
役
。
大
分
県
会
議
員
。
西
南
戦
争
の
際
に
は
、
福
沢
が
起
草
し
た
西
郷
隆
盛

の
処
分
に
関
す
る
建
白
書
に
「
中
津
士
族
同
志
総
代
」
と
し
て
名
を
連
ね
、
猪
飼
麻
次
郎
と
と
も
に
京
都
の
行
在
所
に
提
出
す
る
役
割
を
担
っ

た
。
○
明
治
二
十
七
年
二
月
二
十
七
日
か
ら
三
月
十
五
日
に
か
け
て
、
福
沢
諭
吉
は
父
百
助
の
墓
参
り
の
た
め
、
長
男
一
太
郎
、
次
男
捨
次
郎
を

伴
っ
て
帰
省
し
た
。
下
関
か
ら
は
門
下
生
の
日
原
昌
造
も
加
わ
り
、
中
津
で
は
耶
馬
溪
を
訪
れ
、
景
勝
地
と
し
て
知
ら
れ
る
競
秀
峰
の
あ
た
り
が

売
り
に
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
、
購
入
者
の
心
無
い
樹
木
伐
採
に
よ
っ
て
景
観
が
変
化
し
て
し
ま
う
こ
と
を
心
配
し
、
そ
の
後
一
帯
の
土

地
を
購
入
し
た
。
購
入
に
関
連
す
る
書
簡
も
残
さ
れ
て
い
る
。『
書
簡
集
』
第
七
巻
こ
と
6
耶
馬
溪
競
秀
峰
。
○
「
末
貞
」
は
末
貞
友
年
の
こ
と

で
あ
ろ
う
。
旧
中
津
藩
士
で
、「
交
詢
社
員
姓
名
録
」
に
よ
れ
ば
こ
の
と
き
第
七
十
八
国
立
銀
行
支
配
人
。
長
く
副
支
配
人
を
務
め
、
二
十
三
年

か
ら
支
配
人
と
な
っ
た
。
○
個
人
蔵
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以
下
の
書
簡
は
、『
書
簡
集
』
掲
載
時
に
は
原
本
と
の
校
訂
が
で
き
ず
、
や
む
な
く
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
再
版
（
岩

波
書
店
、
九
六
九
〜
一
九
七
一
年
）
か
ら
採
録
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
原
本
が
判
明
し
校
訂
作
業
を
行
う
こ
と
が
で
き

た
。
詳
し
い
注
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
『
書
簡
集
』
の
各
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

四六

井
上
従
吾
右
衛
門

慶
応
三
年
十
月
二
十
六
日

昨
日

早
朝
ゟ
罷
出
御
用
多
之
処
、
御
妨
仕
恐
入
候
。
扨
其
節
内

御
話
申
上
候
荷
物
之
一
条
、
今
日
も
尚
承
候
処
、
小
野
友
五

郎
義
明
後
廿
八
日
京
師
へ
出
立
も
可
致
哉
之
由
、
若
し
同
人
出
立
い
た
し
候

、
留
主
中
事
之
理
非
曲
直
ハ
姑
ク
舎
キ
、
何
事

も
留
主
ニ

不
相
分
と
申
場
合
相
成
、
到
底
落
着
致
間
敷
哉
、
甚
心
配
仕
候
間
、
如
何
ニ
も
御
手
数
之
段
恐
入
候
得
共
、
是
非
共

同
人
在
府
中
ニ
否
之
義
相
分
候
様
仕
度
、
若
し
又
亜
行
中
私
ニ
罪
状
も
有
之
候
ハ
ヽ
、
甘
し
て
其
罪
ニ
伏
し
可
申
、
荷
物
ニ
罪

有
之
間
敷
、
罪
之
有
無
ニ
拘
ら
ず
、
一
応
之
挨
拶
も
不
致
、
他
人
所
有
之
品
を
取
押
候
義
、
士
官
た
る
者
之
可
致
処
置
ニ
無
之
、

旁
以
て
昨
今
之
中
、
友
五
郎
出
立
不
致
前
ニ
黒
白
相
弁
し
候
。

御
屋
形
之
御
書
籍
ハ
勿
論
、
序
を
以
て
私
日
用
之
品
物
ま
で
も
取
返
し
申
度
候
。
何
分
ニ
も
宜
敷
御
周
旋
奉
願
候
。
此
段
為
念
申

上
置
候
。
頓

首

。

十
月
廿
六
日

【『
書
簡
集
』
第
一
巻
七
九
〜
八
〇
頁
】

﹇
封
筒
表
﹈
井
上
従
吾
右
衛
門
様

福
澤
諭
吉

御
内
披
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六二四

石
坂
専
之
介

明
治
十
四
年
十
一
月
二
十
三
日

其
後
ハ
打
絶
御
疎
闊
、
三
、
五
日
前
須
田
辰
次
郎
之
一
行
帰
京
、
久

ニ

近
況
を
詳
ニ
せ
り
。
爾
来
益
後
清
寧
之
由
、
実
ハ
前

年
之
御
病
症
、
御
帰
郷
之
後
も
如
何
哉
ト
御
案
し
申
居
り
、
一
昨
年
小
泉
信
吉
御
巡
幸
御
供
之
節
御
目
ニ
掛
候
旨
承
り
、
先

御

全
快
ト
存
居
候
上
ニ
、
又

此
度
ハ
須
田
之
便
、
弥
以
て
大
丈
夫
な
る
御
容
体
、
誠
ニ
喜
欣
ニ
不
堪
候
。
実
を
申
せ
ハ
数
年
前
之

御
大
病
、
迚
も
御
全
快
ハ
と
窃
ニ
期
し
た
る
程
之
次
第
、
畢
竟
十
分
之
御
養
生
ニ

唯
今
之
御
健
康
、
感
服
之
至
ニ
存
候
。

来
春
暄
気
之
時
節
ニ

或
ハ
御
出
京
ニ
も
可
相
成
よ
し
、
悦

御
待
受
申
候
。
何
卒
久

ニ

御
目
ニ
掛
り
度
、
本
塾
も
依
旧
相

替
事
無
之
、
近
来
ハ
生
徒
之
数
も
非
常
ニ
増
加
、
浜
野
門
野
其
外
数
名
不
怪
勉
強
、
万
事
都
合
宜
御
安
心
可
被
下
候
。
此
段
御
全

快
之
御
歓
旁
申
述
度
、
早
々
一
書
を
呈
し
候
。
拝
具
。

十
一
月
廿
三
日
夜

諭

吉

石
坂
賢
契

尚
以
追

寒
気
之
時
節
相
成
、
殊
北
地
ハ
雪
深
き
由
、
幾
重
ニ
も
御
保
養
専
一
奉
存
候
。
以
上
。

【『
書
簡
集
』
第
三
巻
一
六
七
〜
一
六
八
頁
】

﹇
封
筒
表
﹈
加
賀
国
江
沢
郡
大
聖
寺

松
ヶ
根
村
十
六
番
地

石
坂
専
之
助
殿

親
展

﹇
封
筒
表
﹈
封

東
京
三
田

福
沢
諭
吉
出
ス

○
個
人
蔵
。
○
今
回
新
た
に
封
筒
が
判
明
し
た
。
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一三〇九

福
沢
桃
介

明
治
二
十
一
年
七
月
十
八
日

前
便
申
入
候
通
、
お
ふ
さ
事
も
今
度
ハ
ほ
ん
と
ふ
ニ
全
快
ニ
及
ひ
、
既
ニ
先
達
ゟ
芝
居
ニ
も
参
り
、
又
本
月
十
五
日
ハ
両
国
之
川

開
き
、
堀
越
ゟ
之
案
内
ニ

向
両
国
ニ
参
り
、
夜
ニ
入
帰
宅
候
得
共
何
之
障
り
も
無
之
、
安
心
被
致
度
、
拙
者
ハ
依
旧
至
極
全
健

ニ
候
得
共
、
さ
り
と
て
転
ろ
ば
ぬ
さ
き
の
杖
と
存
し
、
当
年
も
亦
海
水
浴
を
思
立
、
明
十
九
日
ゟ
鎌
倉
へ
参
候
積
り
。
藤
沢
ま
で

汽
車
ニ

、
夫
れ
ゟ
人
力
車
、
凡
そ
二
時
半
斗
之
道
程
な
り
。
何
れ
子
供
も
同
道
之
積
り
、
唯
今
支
度
最
中
な
り
。

ば
ん
だ
い
山
之
噴
火
、
実
ニ
恐
ろ
し
き
事
な
り
。
い
才
ハ
新
聞
紙
ニ

承
知
被
致
度
、
右
ニ
付
新
報
社
ゟ
昨
日
壱
人
場
所
へ
差
出

候
。
唯
今
之
評
判
ニ

転
覆
之
地
六
里
四
方
、
死
亡
人
四
百
名
、
怪
我
人
九
百
余
名
と
申
事
な
れ
共
、
諸
説
紛

孰
か
信
偽
不

相
分
、
尚
後
便
ニ
附
候
。
右
要
用
而
已
、
早

不
一
。

七
月
十
八
日

諭

吉

桃

介

殿

【『
書
簡
集
』
第
六
巻
三
七
〜
三
八
頁
】

一三一五

福
沢
桃
介

明
治
二
十
一
年
八
月
十
七
日

日
本
ハ
正
ニ
残
暑
之
時
節
、
当
年
ハ
暑
気
殊
ニ
甚
し
く
候
得
共
、
幸
ニ
流
行
病
之
沙
汰
ハ
無
之
、
留
主
宅
も
一
同
無
事
、
安
心
被
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致
度
候
。
先
月
下
旬
ゟ
鎌
倉
へ
参
り
、
海
水
ニ
浴
し
、
本
月
十
三
日
帰
宅
。
先
方
滞
留
中
ハ
石
井
甲
子
五
郎
並
ニ
田
端
氏
も
参

り
、
毎
日
子
供
等
と
遊
戯
、
面
白
き
事
ニ
有
之
候
。

一
太
郎
捨
次
郎
も
六
月
廿
八
日
竜
動
出
発
、
大
陸
へ
向
ひ
旅
行
、
更
ニ
竜
動
ニ
帰
り
、
夫
よ
り
帰
途
ニ
赴
く
よ
し
。
是
れ
ハ
本
人

共
ゟ
申
参
た
る
ニ
あ
ら
ず
、
高
橋
義
雄
の
来
書
中
ニ
有
之
候
。

石
井
氏
も
い
よ
�
�
米
国
之
商
売
ニ
身
を
委
ね
勉
強
と
決
心
、
但
し
本
年
中
ハ
先
ツ
以
て〔
徐
〕

除

ニ
進
む
と
の
事
な
り
。
日
本
之
書

生
も
無
銭
ニ

困
り
入
候
次
第
、
貴
様
も
其
地
滞
在
中
ニ

何
か
実
地
立
身
之
工
風
を
考
へ
、
帰
国
之
上
ハ
金
を
作
る
こ
と
ニ
心

身
を
委
ね
度
存
候
。
後
進
生
が
身
を
起
す
の
法
ハ
、
遠
大
ニ
志
す
よ
り
も
細
小
を
忘
れ
ざ
る
方
専
一
な
り
。
千
円
金
を
他
年
ニ
得

ん
と
志
し
て
一
円
金
を
今
日
ニ
浪
費
す
る
ハ
文
明
男
子
之
事
ニ
あ
ら
ず
。
今
日
之
一
円
こ
そ
、
他
年
千
円
之
基
本
な
れ
ハ
、
先
ツ

之
を
愛
し
む
可
し
。

石
井
之
商
売
如
何
ハ
拙
者
ハ
深
く
知
ら
ず
候
得
共
、
或
ハ
同
氏
ゟ
文
通
も
可
有
之
、
何
ニ

も
不
苦
、
独
力
独
立
之
生
計
専
一
な

り
。
其
独
立
ニ
至
る
ま
で
之
資
ハ
拙
者
ニ

引
受
け
、
他
人
ニ
腰
を
屈
せ
し
む
る
こ
と
ハ
不
致
積
り
、
何
卒
常
ニ
実
際
の
事
を
忘

れ
ざ
る
様
、
呉

も
所
祈
候
。

右
無
事
之
一
報
如
此
候
也
。

八
月
十
七
日

諭

吉

桃

介

殿

尚
以
新
聞
紙
ニ
記
す
へ
き
事
あ
ら
ハ
、
其
事
柄
ハ
何
ニ

も
不
苦
、
時

報
知
頼
入
候
。

此
前
之
郵
船
ニ

貴
様
之
手
紙
参
ら
ず
、
何
卒
手
紙
ハ
一
筆
ニ

宜
し
、
必
ス
毎
便
ニ
認
め
送
る
や
う
、
是
亦
忘
る
可
ら
ざ
る
事

ニ
候
。
以
上
。
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【『
書
簡
集
』
第
六
巻
四
五
〜
四
七
頁
】

一五二二

益
田
英
次

明
治
二
十
二
、
三
年
頃
七
月
十
八
日

拝
啓
仕
候
。
陳
ハ
ロ
イ
ド
氏
よ
り
別
紙
申
参
候
得
共
、
書
中
ハ
ウ
ス
と
申
其
家
ハ
何
れ
之
家
ニ
可
有
之
哉
。
唯
今
女
教
師
之
住
居

候
家
ハ
、
当
月
末
ま
で
之
約
束
ニ

明
渡
候
筈
な
り
。
何
か
間
違
之
様
存
候
ニ
付

、
毎

清
襟
を
煩
は
し
恐
入
候
得
共
、
一

応
御
取
調
奉
願
候
。
右
願
用
而
已
申
上
度
、
早

頓
首
。

七
月
十
八
日

諭

吉

益

田

様

尚
以
ミ
ス
シ
ス
フ
ㇵ
ル
ロ
ッ
ト
は
、
当
月
末
唯
今
之
家
を
明
け
候
事
ニ
存
候
。
右
家
ハ
拙
宅
之
都
合
、
少
し
入
用
ニ
付
、
兼

約

束
間
違
な
き
様
御
指
示
奉
願
候
。
以
上
。

【『
書
簡
集
』
第
六
巻
三
二
八
〜
三
二
九
頁
】

○M
A
R
K
W
EB
STER

氏
寄
贈
。
同
書
簡
は
長
く
益
田
英
次
曽
孫
に
よ
っ
て
、
英
国
内
に
保
管
さ
れ
て
い
た
。

＊
『
近
代
日
本
研
究
』
第
三
十
三
巻
「
福
沢
諭
吉
関
係
新
資
料
紹
介

Ⅰ
福
沢
諭
吉
書
簡
」
二
六
三
九

船
尾
栄
太
郎
宛
書
簡

追
加
事
項

○
本
書
簡
は
代
筆
で
あ
る
。

（
西
沢
直
子
）
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